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根室市春国岱原生野鳥公園ネイチャーセンター

ネイチャーセンターだより
ミズバショウ　（サトイモ科）

和名：水芭蕉　
　

雪が融け始めると同時に、湿地に顔を

出す早春の花。白い苞（ほう）は葉が

変形したもので、それに包まれた黄色

いトウキビの形をしたようなのが花。

数千もの花が密生している。季節が夏

に進むにつれ、湿原は色とりどりの花

たちで華やぐが、その頃ミズバショウ

は、緑の葉だけが大きく成長し、これ

が春の可憐な花だったとはちょっと想

像しがたい。

いきもの図鑑

４月の見どころ
【上旬】

　長かった冬に終わりを告げ、太陽の陽射し

がぐんぐん力を増し、生きものたちが元気よ

く活動し始める。自然学習林ではミズバショ

ウをはじめ、ザゼンソウ、フクジュソウ、エ

ゾエンゴサクなどが開花する。池ではエゾサ

ンショウウオやエゾアカガエルが産卵する。 【下旬】

  ゴォォォーと尾羽を振動させて急降下す

るオオジシギ (雷シギ )が草原へ、コムク

ドリやアオジが森へ、繁殖のために渡って

来る。風蓮湖は、オオハクチョウやカモ類

の姿が減り、変わってミヤコドリやキアシ

シギなどのシギ類が旅の途中に立寄り、賑

わう。
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自然学習林内の巣箱では、ハシ
ブトガラやシジュウカラたちが
繁殖の準備を始めます。

ヒバリやオオジュリンなど草原
で繁殖する小鳥たちが美しい声
でさえずり、賑やかです。

海岸側の砂利道が観察路です

タンチョウ夫婦が湿地で繁殖し、エサ
を探している姿がみられます。

ミズバショウやフクジュソウ、ヒ
メイチゲなどが次々と開花します。

通行止め

まだ繁殖しない若いオオワシが
残っていますが、その姿も徐々
に減っていくので、お見逃しなく。

草原にキツネの巣穴があり、今年も
かわいい仔ギツネの姿が見られるか
もしれません。

ミヤコドリがくちばしを器用に使って
二枚貝を開けています。

　カモたちを見ていると・・・

　３月中旬に入ると、冬は本州で過ごしていたカモやオオハクチョウがどんど

ん風蓮湖に飛来し、水面が賑やかになります。オオハクチョウは「コォコォオー」

などと鳴き、仲間とコミュニケーションを取り合っています。「人がカメラを向

けてるぞ！」なんて会話しているのかな、と想像するのが楽しいですがよく見

ていると、カモたちのある動作に気づきます。

　例えば体重が８kg 以上あるオオハクチョウは、身体が重いので助走をつけな

いと飛び立てません。そのため写真のように波紋が広がります。

　また望遠鏡を覗いているとピョンと水面に潜るカモがいます。種によってエ

サの獲り方や食べるものが違うのです。4月中旬には、繁殖のためほとんどの

カモが北方へ旅立ちますが、風蓮湖周辺で繁殖するカモもいるので、ぜひそれ

ぞれのカモの行動に注目してみてください。

　

オナガガモは水面の植物の種や逆立ちして水草を食べる。
足は体の中央についていて、陸上を歩くのが得意。

キンクロハジロは潜水して、甲殻類や巻き貝、
水草、昆虫など幅広く食べる。足は体の後方に
ついていて潜水に適しているが、陸上を歩くの
は苦手。



　

　 春のオオハクチョウ調査
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　　冬の自然学習林を楽しんでもらおうと今回初めて２
月に開催しましたが、当日は悪天候でスノーシュー体
験は中止となってしまいました。しかし室内プログラ
ムの羊毛フェルトを使った「マグネット作り」には約
30 名が参加してくれました。スタッフから作り方を
教わりながら、小鳥や
お花など好きなモチー
フを選んで、自分だけ
のマグネットを作って
楽しみました。

　   「ワシワシウォッチング」

新しいパンフレット配布中！　 
　

　　毎年人気のバードウォッチングを今年も行いました。川口漁港で氷下待網漁をされている漁師さんに、網の仕
掛け方や獲れた魚について教わりました。漁師さんが雑
魚を氷上に置きその場を離れると、警戒しながらまず 1
羽のトビがやって来て、その後カラスや目当てのワシた
ちが後に続き、魚を空中で奪い合
っていました。その後、槍昔に移
動し多くのワシが一本の木に止ま
る「ワシのなる木」が、幸運にも
見られ、参加者からは歓声があが
りました。
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　　春の渡り飛来数調査の結果は、温根沼と風蓮湖合わ
せて 2,808 羽でした。例年の同時期とほぼ同じ飛来数
だったので、今年も繁殖地に向けて順調に北上してい
るようです。

　    ネイチャーセンター開館当初からの 20 年分の調査
データをまとめた一般向けのパンフレットを作成しま
した。風連湖と春国岱が、野鳥たちにとって重要であ
ること、この環境を守っていくために保全が必要なこ
とをわかりやすく説明し
ています。パンフレット
はネイチャーセンターで
配布しています。
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　　　くも　　　 とど　　　　　　　　　たか　　　　 ま　　　　 あ　　　　　　　 ことり　　　　　　　  い　　　 あらわ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　しゅんくにたい　　　　そうげん　　　　　　　まいとし　 はんしょく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

雲雀 Ａ・Ｂ・Ｃからえらんでね

ヒント「雲に届くほど高く舞い上がる小鳥」を言い表していて、

　　　 春国岱の草原で、毎年繁殖しているよ！

クモのスズメと書いて、何と読むでしょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か　　　　　　　　　　なん　　　　よ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

Ａヒバリ ＣノゴマＢシジュウカラ



根室市春国岱原生野鳥公園ネイチャーセンター（入館無料）
〒０８６-００７４　北海道根室市東梅 103 番地
TEL．0153-25-3047　　FAX．0153-25-8570
Eﾒｰﾙ．nemu_nc＠marimo.or.jp
URL．http://www.marimo.or.jp/~nemu_nc/workn/index.html
◆４月休館日：６、13、20、27 日　（5/3.4.5 の GW期間中は開館）
         開館時間：9：00 ～ 17：00　
◆団体でご利用の方へ
　自然観察や学習、スライドの上映などのプログラムをご利用いただけます。            
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（要 事前申込） ラムサール条約湿地

風蓮湖・春国岱

2005 年 11 月 登録　

イベント情報！
　観察会などへの参加申込み、お問い合わせは春国岱ネイチャーセンターへ

　電話（0153-25-3047）もしくは直接のご連絡をお願いいたします。

開 催 日 時 行 事 名・内 容 参 加 費 お申し込み方法など

無料

・定　員：20 名先着（要申込）

・対　象：小学生以上～大人

　　　　 ※小学生は保護者同伴

・講　師：井上竜駿さん

・集　合：春国岱ネイチャーセンター

・持ち物：長靴、野外で活動できる

　　　　  服装

※荒天の場合は室内プログラムのみ

・6月か 7月頃 ボランティア説明会
「春国岱の外来種オニハマダイコンを
退治して食べよう！」（仮）

  　　　　　　　　
予告！

10：00
　～ 12：00

  ４月 17 日（日）

ボランティア「スンク」

春国岱ネイチャーセンターでは、ボランティアスタッフを

募集中です。春国岱や風蓮湖、ネイチャーセンター周辺の

森の自然を自らが楽しみ、環境保全について学び守ること

を目的としています。主な活動は毎年行っている「ネイ

チャーセンターまつり」の運営や、自然情報の提供などで

す。ボランティアは、いつからでも経験がなくても始めら

れます。お気軽にお問い合わせください。

◆対象：高校生以上

◆年会費（保険料）：300 円
　　　　　　　　　ネイチャーセンターまつりの
　　　　　　　　　ツリーイング風景（2014）

募集中！　
フィールドマナーを守って

　
自然や生きものが安心して暮らせるように…

　●観察路から外れないようにしてください

　●動植物の採取や捕獲はしないでください

　●ゴミはお持ち帰りください

　●所定の場所での喫煙にご協力ください

　●春国岱入り口駐車場から奥は、一般車両の

　　乗り入れは禁止されています

　●キタキツネやエゾシカ、野鳥など野生動物

　　の生息地です。ペットを持ち込んだり、放

　　したりすることはご遠慮ください

少し早起きをして、鳥たちのさえずりシャワーを浴びよう！

フィールド講座①

エゾアカガエルって

　　　　　　　どんな生きもの !?

～春のカエルを見てみよう !

詳細が決まり次第、ホームページなどで

随時お知らせします。

・5月下旬頃
「春のことりバードウォッチング」（仮）


